
　進化とは「変化を重ねて新しく生まれた生きものが各時代

の環境の中でたまたま生き残る」という過程です。ネコもカエ

ルもチョウもヒトデもキノコもそしてヒトも、あらゆる生きもの

が、共通の祖先から始まり、ともにさまざまな環境の中で、

時には厳しい危機をものりこえて現在に至っているのです。

パラパラマンガでは、まず最初の生命体からヒトへの道のりを

追い、次に反対側から過去へと戻ってください。それは私たち

ヒトが仲間たちに、そして祖先に会いに行く旅です。生命誕生

からヒトへ。ヒトから生命誕生へ。38億年の物語のもつ二つの

道筋を辿り、生命のつながりを感じてください。
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私たちと祖先たち
ヒトが最も近縁の生きものチンパンジーと
分かれたのは約700万年前と、最新の
DNA研究が明かしています。当時、ヒトと
チンパンジーの共通祖先である樹上の霊
長類がいました。化石の証拠からヒトに向
かった祖先はチンパンジーと違って手をつ
かず、最初から二足歩行だったと考えられ
ます。ヒトは二足歩行、チンパンジーは四
足歩行をそれぞれの暮らしにあわせて身
につけていったのです。こうして生まれた
生きものとしてのヒトは大きな脳をもち、
言葉や心のはたらきに特徴のある存在と
して文化・文明をもちました。ヒト、人類、
人間という言葉のそれぞれにこめられた
意味を考えることが大切です。
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